
 

 
                             平成 24 年 6 月 28 日 

各   位 

会 社 名  株式会社  銀 座 山 形 屋 

代表者名   代表取締役社長 山形 政弘 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号８２１５） 

問合せ先 

役職・氏名  管理部長  渡辺  光潤 

                      電   話 ０３－６６８０－８７１１ 

 

 

 

(訂正・数値データ訂正)「平成 24 年 3 月期決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正

について 

  

 

 当社は、平成 24 年 5 月 14 日 15 時 10 分に発表した開示資料について訂正がありました

のでお知らせします。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも

送信します。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

 
 
 サマリー情報 
１．平成 24 年３月期の連結業績(平成 23 年 4月 1日～平成 24 年 3月 31 日)  

 (3)連結キャッシュ・フローの状況       

【訂正前】                                 

  営業活動によるキ

ャッシュ・フロー 

投資活動によるキ

ャッシュ・フロー

財務活動によるキ

ャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高 

 

24 年 3 月期 

23 年 3 月期 

百万円 

△27 

△95 

百万円

△45

117

百万円

△5

△3

百万円 

620 

699 

 

【訂正後】                                 

  営業活動によるキ

ャッシュ・フロー 

投資活動によるキ

ャッシュ・フロー

 財務活動によるキ

ャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期末残高 

 

24 年 3 月期 

23 年 3 月期 

百万円 

△10 

△95 

百万円

△62

117

百万円

△5

△3

百万円 

620 

699 
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1.経営成績 

     
(2) 財政状態に関する分析 
  ② キャッシュ・フローの状況 
【訂正前】 

                   中       略 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動によるキャッシュ・フローは 27 百万円の減少となりました。これは税金等調整前当期純損失 205 百万円を

計上した一方で、非資金的費用である減損損失の計上による資金の増加 104 百万円、減価償却費の計上による資金の増

加 71 百万円、仕入債務の増加による資金の増加 65 百万円等が主な要因であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは 45 百万円の減少となりました。これは有形固定資産の取得による支出 110 百

万円があった一方で、差入保証金及び敷金の返還による収入 35 万円及び貸付金の回収 29 百万円があったこと等による

ものであります。 

【訂正後】 

                    中       略 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは 10 百万円の減少となりました。これは税金等調整前当期純損失 205 百万円を

計上した一方で、非資金的費用である減損損失の計上による資金の増加 104 百万円、減価償却費の計上による資金の増

加 71 百万円、仕入債務の増加による資金の増加 65 百万円等が主な要因であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動によるキャッシュ・フローは 62 百万円の減少となりました。これは有形固定資産の取得による支出 102 百

万円があった一方で、差入保証金及び敷金の返還による収入 18 百万円及び貸付金の回収 29 百万円があったこと等によ

るものであります。 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 

（単位：千円）

   前連結会計年度 当連結会計年度 

   (自 平成 22 年４月１日 (自 平成 23 年４月１日 

    至 平成 23 年３月 31 日)  至 平成 24 年３月 31 日)

 営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税金等調整前当期純損失（△） △396,332 △205,225

  減価償却費 55,071 71,704

  減損損失 1,723 104,745

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,990 △40,399

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,031 2,457

  資産除去債務会計基準の適用による影響額 206,376 －

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,856 △4,007

  受取利息及び配当金 △42,339 △36,059

  固定資産除却損 566 5,675

  投資有価証券評価損益（△は益 － －

  支払利息 537 566

  有形固定資産売却損益（△は益） △10 －

  投資事業組合運用損益（△は益） 113 －

  売上債権の増減額（△は増加） 126,562 △109,762

  たな卸資産の増減額（△は増加） △29,938 21,951

  仕入債務の増減額（△は減少） 4,926 65,698

  その他 △52,644 73,687

  小計 △128,203 △49,566

  利息及び配当金の受取額 42,338 36,073

  利息の支払額 △537 △566

  法人税等の支払額 △8,772 △13,417

  営業活動によるキャッシュ・フロー △95,175 △27,477

 投資活動によるキャッシュ・フロー 

   有形固定資産の取得による支出 △64,036 △110,261

  有形固定資産の売却による収入 10 －

  投資有価証券の取得による支出 △1,781 △1,736

  投資有価証券（投資事業組合）の払戻による収入 5,078 3,145

  差入保証金及び敷金の預入による支出 △4,242 △11,431

  差入保証金及び敷金の返還による収入 166,864 35,883

 貸付金の回収による収入 24,196 29,361
   

 その他 △8,329 10,028

  投資活動によるキャッシュ・フロー 117,759 △45,011
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【訂正後】 

（単位：千円）

   前連結会計年度 当連結会計年度 

   (自 平成 22 年４月１日 (自 平成 23 年４月１日 

    至 平成 23 年３月 31 日)  至 平成 24 年３月 31 日)

 営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税金等調整前当期純損失（△） △396,332 △205,225

  減価償却費 55,071 71,704

  減損損失 1,723 104,745

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,990 △40,399

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,031 2,457

  資産除去債務会計基準の適用による影響額 206,376 －

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,856 △4,007

  受取利息及び配当金 △42,339 △36,059

  固定資産除却損 566 5,675

  投資有価証券評価損益（△は益） － －

  支払利息 537 566

  有形固定資産売却損益（△は益） △10 －

  投資事業組合運用損益（△は益） 113 －

  売上債権の増減額（△は増加） 126,562 △109,762

  たな卸資産の増減額（△は増加） △29,938 21,951

  仕入債務の増減額（△は減少） 4,926 65,698

  その他 △52,644 91,012

  小計 △128,203 △32,241

  利息及び配当金の受取額 42,338 36,073

  利息の支払額 △537 △566

  法人税等の支払額 △8,772 △13,417

  営業活動によるキャッシュ・フロー △95,175 △10,152

 投資活動によるキャッシュ・フロー 

   有形固定資産の取得による支出 △64,036 △102,374

  有形固定資産の売却による収入 10 －

  投資有価証券の取得による支出 △1,781 △1,736

  投資有価証券（投資事業組合）の払戻による収入 5,078 6,346

  差入保証金及び敷金の預入による支出 △4,242 △11,431

  差入保証金及び敷金の返還による収入 166,864 18,558

 貸付金の回収による収入 24,196 29,411
   

 その他 △8,329 △1,111

  投資活動によるキャッシュ・フロー 117,759 △62,336
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